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大学の授業外での学問的交流とその阻害要因 
―交流欲求・ソーシャルスキル・仮想的有能感との関連― 

久木山健一（九州産業大学） 
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問題と目的 

 大学の授業中での学生同士の交流についてはこ

れまで多く検討されてきている。しかし，授業外

にも学問面で他の学生と交流を持つことは学生に

とって非常に意義のあることと考えられるが，そ

の様相についての検討は乏しいといえる。そのた

め，本研究ではその検討を第一の目的とする。 

 基本的に，学問的交流欲求が高い者は学問的交

流の頻度が高くなると考えられる。しかし，ソー

シャルスキルが低く対人交流に不安があったり，

仮想的有能感が高く周りの学生を軽視したりする

ことで交流が阻害されることも考えられる。本研

究では，上記の関連についても探索的に検討する。 

方   法 

調査対象 大学生355名（男性201名，女性154名）。  

調査内容 １．学問的交流欲求尺度 さまざまな

学部の学生を対象に学問的交流の具体例を採集し

た後，大学の規模や所属学部によらず共通して行

いうる活動に集約して項目を作成した。２．仮想

的有能感尺度 Hayamizu et al.（2004）で作成さ

れた11項目（５件法)。３．自尊感情尺度 Rosenberg

（1965）をもとにした10項目（５件法）。４．社会的

スキル尺度 菊池（1988）による KiSS-18の18項目

（５件法）。５．学問的交流の頻度（同学部・他学

部・他大学・教員との学問的交流の頻度をたずね

た 調査時期 2015年11～12月。 

結果と考察 

１．大学生の学問的

交流欲求尺度の構

成 

 最尤法・プロマッ

クス回転で探索的因

子分析を行った。固

有値の減衰状況や解

釈可能性より因子数

を６とし，単純構造

を目指すため項目の

調整を行い，再度因

子分析を行った。第

１因子は「広く教養を広めたい」などの項目の負

荷が高かったため，「個人的な知的好奇心」と命名

した。第２因子は「自分の研究を発表する場が欲

しい」などの項目の負荷が高かったため，「アウト

プット欲求」因子と命名した。第３因子は「他の

学生と学問的な話をしたい」などの項目の負荷が

高かったため，「学生同士の交流欲求」因子と命名

した。第４因子は「学問に関する講演会やセミナ

ーに参加したい」などの項目の負荷が高かったた

め，「学外の専門家との交流欲求」因子と命名した。

第５因子は「ディスカッションに参加したい」な

どの項目の負荷が高かったため，「グループ活動欲

求」因子と命名した。第６因子は「教員と学問的

な話をしたい」などの項目の負荷が高かったため，

「教員との学問的交流欲求」因子と命名した。 

２．交流欲求・ソーシャルスキル・仮想的有能感

との関連 

 学問的交流の頻度を従属変数，学問的交流欲求

の各下位尺度，ソーシャルスキル，自尊感情,仮想

的有能感を独立変数とする重回帰分析を行った。

ソーシャルスキルと他大学の学生との交流頻度に

関連があることや，仮想的有能感と同学部学生以

外との交流頻度に関連があることが確認された。 

 

個人的な知的好奇心 .07 .23 * .06 -.04
アウトプット欲求 .05 .04 -.14 .27 **
学生同士の交流欲求 .23 † .16 ** .08 † -.04
学外の専門家との交流欲求 -.25 * -.24 * .07 -.11
グループ活動欲求 -.10 * -.01 -.09 -.14 †
教員との学問的交流欲求 .20 * -.06 .14 .41 **
自尊感情 -.09 -.02 -.11 -.05
仮想的有能感 .09 .23 ** .17 * .14 *
ソーシャルスキル .04 .07 .20 * .02
重相関係数 .35 ** .37 ** .35 ** .50 **

自由度調整済みR2 .08 .10 .08 .22

†…p <.10　，　＊…p <.05　，　＊＊…p <.01

Table 交流欲求，ソーシャルスキル，仮想的有能感との関連
同学部 他学部 他大学 教員
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